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ふ
ら
の
観
光
協
会
が
、
自
然
体
験
型

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
発
信

社
団
法
人
ふ
ら
の
観
光
協
会
（
黒
岩
岳
雄
会
長
）
で
は
修
学
旅
行
生
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、
富
良
野
を

学
び
と
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
『
富
良
野
流
修
学
旅
行
（
エ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）』
を
全

国
に
提
案
し
、
発
信
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
人
た
ち
に
学
習
と
体
験
を
通
じ
て
、
自
然
の
大
切
さ
や
環
境
問
題
を

身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
心
に
残
し
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

観
光
協
会
で
は
新
た
に
総
合
窓
口
と
な
る
「
富
良
野
修
学
旅
行
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
今
春
か
ら
修
学
旅
行
生

の
本
格
的
な
受
け
入
れ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

富良野を修学旅行の学習と交流の場に

　「『富良野修学旅行センター』開設の目的は、富

良野の修学旅行に関する情報を一元管理するこ

とにより、学校や旅行会社からの問い合わせにク

イックレスポンスで応対すると共に、「エコモー

ションプログラム」の内容を充実させその素材を

リンクさせることにより相乗効果をあげるシス

テムの構築にあります。

　その中で最も重要な取り組みは「農業体験プロ

グラム」の充実です。富良野の基幹産業である農

業と観光を結びつけることにより「エコモーショ

ンプログラム」に大きな付加価値をつけ、新しい

富良野の観光素材をアピールすることができま

す。富良野の修学旅行は体験メニューの豊富さで

高い評価があります。アウトドアー体験や手作り

加工体験などと農業体験を同時に体験していた

だくことにより、人間の持つ五感（視覚・嗅覚・

聴覚・味覚・触覚）をフルに使い、人と人とのコ

ミュニケーションの大切さを考えてもらい、自然

環境を守り活用する富良野の観光コンセプトを

アピールする絶好のチャンスだと考えています。

　富良野での農業体験を希望する学校が年々増

えているのに対し、受け入れ農家さんの数はまだ

まだ少なく、受け入れをお断りしている状況です。

「受け入れを考えてみたい」または「受け入れて

みたい」という農家さんは是非ご連絡ください。

また、修学旅行のみならず一般観光客向けの農業

体験ツアーや宿泊客向けの朝市、宿泊施設さんと

の共同企画で採りたて野菜を宿泊客に提供する

地産地消を進める計画もしています。富良野の農

業または、自分達の農業へのこだわりを積極的に

アピールしてみませんか。」　　　

ふらの観光協会修学旅行センター　22-３４２１

農業体験型の

プログラムを

充実させたい
　ふらの観光協会
　修学旅行センター長

佐藤　秀靖さん

キーワードは「Do Feel Think…Nature」
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社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
に

よ
る
と
、
中
学
生
の
修
学
旅
行
の

行
き
先
と
し
て
従
来
の
関
西
、
東

京
、
長
崎
な
ど
に
加
え
て
、
近
年

は
、
遠
距
離
の
沖
縄
や
北
海
道
の

人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
中

学
生
の
修
学
旅
行
に
航
空
機
の
利

用
が
全
国
の
都
道
府
県
の
ほ
と
ん

ど
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
も
う
１

つ
は
、学
校
側
が
修
学
旅
行
を「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
一
環
と

し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
を
あ
げ
て
お
り
、
特
に
「
体

験
学
習
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
く
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る

と
分
析
し
ま
す
。

　

学
校
で
は
出
発
前
に
、
設
定
し

た
テ
ー
マ
に
必
要
な
資
料
を
集
め

て
事
前
学
習
を
十
分
に
行
っ
た
の

ち
に
、
現
地
で
見
学
、
学
習
体
験

し
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
成
果

を
現
地
ま
た
は
旅
行
後
に
発
表
す

る
流
れ
が
基
本
に
な
っ
て
お
り
、

特
に
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
産
業
、

文
化
を
本
格
的
に
学
べ
る
も
の
が

好
評
の
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
受
け
て
、
全

国
各
地
の
自
治
体
や
観
光
施
設
で

は
、
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積

極
的
に
提
案
し
、
受
入
体
制
を
整

え
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

富
良
野
市
も
早
い
時
期
か
ら
修

学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
宿
泊
施
設
、
農

家
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
事
業
所
が
、
ス
キ
ー
学
習

の
ほ
か
、
ご
み
や
環
境
学
習
、
農

家
体
験
、
手
作
り
食
品
体
験
、
林

間
学
習
や
植
樹
な
ど
の
自
然
体
験

な
ど
を
中
心
に
独
自
の
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
、
平
成　

年
度
に
は

１８

約
７
万
７
千
人
（
宿
泊
）
の
修
学

旅
行
生
が
市
内
を
訪
れ
て
お
り
、

今
年
も
す
で
に
約
９
万
２
千
人
の

予
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
富
良
野
市
は
常
に
修

学
旅
行
の
有
力
な
候
補
地
と
な
っ

て
い
な
が
ら
も
、
い
く
つ
か
の
学

習
体
験
コ
ー
ス
や
内
容
を
比
較
検

討
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
見
え
に

く
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
社
団
法
人
ふ
ら
の
観

光
協
会
（
黒
岩
岳
雄
会
長
）
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
て
「
富
良
野
は
学
習

体
験
に
優
れ
た
地
域
」
と
し
て
の

特
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
な
が
ら
、

沖
縄
・
北
海
道
が
人
気

　

増
え
る
体
験
学
習
型
修
学
旅
行

本
格
的
な
誘
致
活
動
へ

　
富
良
野
を
全
国
へ
売
り
込
む
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修
学
旅
行
生
の
本
格
的
な
誘
致
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

観
光
協
会
が
総
合
窓
口
と
な
っ

て
全
国
に
提
案
・
発
信
す
る
の
は

『
富
良
野
流
修
学
旅
行（
エ
コ
モ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）』。
富
良
野

を
体
験
学
習
と
交
流
の
舞
台
と
し

て
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、

８
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

虚
生
活
環
境
確
認
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
）

許
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
富
良
野
自
然
塾
）

距
自
然
環
境
確
認
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

鋸
環
境
演
劇
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
富
良
野
演
劇
工
場
）

漁
農
家
・
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
農
作
業
・
収
穫
・
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
）

禦
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験
）

魚
自
然
の
恵
み
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
手
作
り
加
工
体
験
）

亨
富
良
野
ス
キ
ー
体
験
学
習

◇

　

観
光
協
会
の
会
田
系
伍
専
務
理

事
は
、
富
良
野
が
修
学
旅
行
の
目

的
地
に
選
ば
れ
る
大
き
な
要
因
の

一
つ
に
「
北
海
道
ら
し
い
大
自
然

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
」
を
挙
げ
て

富良野といえば国民的な人気ドラマ「北の国から」。純君は「95帰郷」で市役

所の清掃臨時職員になり、五郎さんは生ごみを堆肥にしていたことを覚えてい

ますか。全国に先駆けて「富良野方式」と呼ばれる資源循環型を構築した富良

野市のごみのリサイクル率は93％。市民は「燃やさない、埋めない」を合言葉

にごみの分別（14種区分24分類）と減量化に協力し実践しています。

〈資源化施設の見学〉リサイクルセンター（固形燃料化工場）と汚泥再生処理
センター（生ごみ堆肥化施設）の施設が見学できます。

〈拾ってきた家、五郎の石の家〉ドラマの重要なメッセージのひとつ「物を大
切にする」「物を捨てない」意味を感じることができます。

 生活環境確認プログラム(ごみのリサイクル)　　 検索

富良野自然塾は、閉鎖されたゴルフ場に木を植え、森に還す活動を行い、同時

にフィールド内の施設で環境教育を行っています。

古来、人類は木材資源のために森を育ててきました。しかし、人類を含む動物

は“酸素と水”なしでは生きることができません。この２つを提供しているの

はいずれも木の葉っぱの仕事です。約３時間の環境教育プログラムの冒頭で、

その“葉っぱ”をつくるために“森”を作っていることをお話します。この他、

裸足になり目隠しをして様々な素材の地面を歩く「裸足の道」で五感を蘇生し、

「石の地球」｢地球の道」で環境問題の基本である地球の構造と歴史を学び、最

後に実際の｢植樹｣を体験していただきます。ぜひご参加ください。

 環境教育プログラム(富良野自然塾) 　　　　　　　検索

富良野市の７０%は森林。そのほとんどが東京大学北海道演習林で面積は

26,000ha。山手線の内側の3.5倍、管理道路は960㎞にも及びます。この東大演

習林は「富良野の樹海」と呼ばれ北海道でも少なくなった手付かずの原始の森

を形成しています。また、近隣の白金温泉周辺の白金の森は十勝岳の噴火によ

り森の一部が消滅し、その後再生した森や噴火の影響を受けなかった森など多

彩な森の形成を見せる貴重な森で、遊歩道が整備されています。富良野が「北

海道らしい」「豊かな自然がある」まちと評される理由です。

〈ネイチャーウォーク〉ネイチャーガイドと森を歩き、森の果たす役割、森の
大切さを理解していただくプログラムです。

 自然環境確認プログラム(ネイチャーウォーク) 検索

富良野演劇工場は、ＮＰＯ法人全国第１号認証団体「ふらの演劇工房」が運営

する全国でも珍しい公設民営のシアター。倉本聰さん主宰の「富良野塾」が公

演する環境演劇「ニングル」は「環境・自然・友情・人間愛」がテーマで、

「環境プログラム」に連動し高い評価を受けました。演劇工場は安価にて貸切

で利用することも可能です。

〈感動と環境の大切さを伝える〉「地球、光りなさい！」「谷は眠っていた」「ニング

ル」を鑑賞していただき、みんなで自然、環境などの問題を考えてみましょう。

〈学校行事にも開放〉演劇工場は滞在中の学校行事（ワークショップ、体験報
告会、発表会、講演会）や雨天時の代替メニューにも利用できます。

 環境演劇鑑賞プログラム(富良野演劇工場) 　　　  検索

富
良
野
流
修
学
旅
行

　
８
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
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い
ま
す
。
｢富
良
野
で
は
、多
く
の

市
民
が
自
然
と
の
共
存
を
め
ざ
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
エ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
修
学
旅
行
生
に

提
供
し
、
自
然
の
大
切
さ
や
共
存

す
る
意
味
を
し
っ
か
り
と
心
に
残

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
体
験
学

習
を
提
案
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
な
ど
か
ら
の
問
合

せ
、
希
望
が
多
い
農
業
体
験
学
習

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
田
植

え
や
収
穫
と
い
っ
た
時
期
を
希
望

さ
れ
る
学
校
が
一
般
的
で
す
が
、

富
良
野
で
は
草
取
り
や
日
常
の
農

作
業
体
験
、
農
家
さ
ん
と
交
流
・

懇
談
を
通
じ
て
食
の
安
心
安
全
、

食
農
教
育
の
場
と
し
て
も
開
放
し
、

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

な
課
題
」
と
話
し
、
今
後
、
受
入

れ
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
農
家

の
拡
大
に
向
け
て
麓
郷
・
布
礼
別
、

山
部
、
東
山
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
、

と
意
欲
的
で
す
。◇

　

全
国
に
提
案
・
発
信
し
た
今
回

の
富
良
野
エ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
富
良
野
市
が
修
学
旅
行

の
学
習
と
体
験
・
交
流
の
場
と
し

て
定
着
し
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

架
ふ
ら
の
観
光
協
会
修
学
旅
行
セ

ン
タ
ー　
　

拶
２
２
‐
３
４
２
１

農業は富良野にとって観光産業と並び重要な産業。北海道有数の農業地域とし

て食糧問題、食の安心安全、環境問題などの貴重な情報も発信しています。農

家の皆さんとのふれ合いや交流を通じて普段の生活環境と違う「異文化交流」

を体験してもらうプログラムです。

〈農業体験の受け入れ〉各農家さんに生徒さん10名前後を受け入れていただき
ます。おおよそ１クラス１地区４農家で、受入れ地区は宿泊ホテルから15分～

30分の移動時間になります。

〈ファームイン〉宿泊と農業体験をセットで受入れを行っています。1施設１５～
４０名単位で、6施設で最大148名まで受入れしています。

 農家・農業体験プログラム(農作業・収穫・ファームイン) 検索

北は美瑛地区のレンタサイクル、南は南富良野町のラフティングまで富良野盆

地全体を利用し、アクティビティにあったフィールドで富良野の大自然を存分

に楽しんでいただきます。今までは単にアウトドア体験で「自然を楽しんでい

ただくこと」を第一に考えたご案内でしたが、環境学習プログラムの趣旨に沿

い「自然を楽しみながら考えていただく」メニューに進化させました。

〈体験メニュー〉トレッキング、熱気球係留フライト、マウンテンバイク、ダッ
キー（ゴム製カヤック）、ラフティング、ホーストレッキング、フィッシング

（川釣り）、レイクカヌー（カナディアンカヌー）、ネイチャートレッキングな

どのメニューが体験できます。

 自然体験プログラム(アウトドアスポーツ体験)　　　 検索

食品加工やネイチャークラフトでは使用する素材（自然の恵み）がどういうも

ので、私たちにどういう恵みをもたらしてくれるかを解説しながら普段の生活

ではできない手作り体験をご案内します。地元富良野の食材や北海道の食材を

加工してジャムやアイス、パンやバターを作ります。添加物（防腐剤）や着色

料を使用しないナチュラル製法で自然なおいしさが楽しめます。

ネイチャークラフトはクラフトキットではない自然の素材（木の実や小枝）を

利用して自分のオリジナル作品を作ります。

〈体験メニュー〉パン＆バター、ジャム＆アイス、ソーセージ、陶芸（ろくろ、
手捻り）、クラフト（丸太、ポプリなどを使用）など。

 自然の恵み体験プログラム(手作り加工体験)　　　　検索

（財）全日本スキー連盟（SAJ）公認の富良野スキー学校は、連盟公認指導員・

文部科学大臣認定スキー教師の資格を有した優秀なスタッフと万全のプログ

ラミングによるきめ細かな指導で好評をいただいています。特に、｢スキーは

初めて｣という方がほとんどの修学旅行生や体験学習生には、一人ひとりの個

性や上達度に応じた指導法で、雪と親しみながら楽しくスキーテクニックがマ

スターできるようレッスンに工夫しています。

〈スキー終了証〉今まで出来なかったことが少しでも出来るようになったとき
の喜びは、かけがえのない財産となります。富良野スキー学校ではご希望によ

り「スキー終了証」（有料）を発行しています。

 富良野スキー体験学習　　　　　　　　　　　　　  検索

ふらの観光協会のホームページから「富良野流修学旅行（エコモーションプログラム）」を検索して、ご覧ください。
ホームページアドレス　http://www.furano-kankou.com/top.html
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市政
アラカルト

５月MAY

(
)

特
定
健
康
診
査
 検
診
 を
　

受
け
ま
し
ょ
う

　

従
来
ま
で
実
施
し
て
い
た
基
本
健
康
診

査
と
保
健
指
導
が
平
成　

年
４
月
か
ら
、

２０

特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
に
変
わ

り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）

症
候
群
に
着
目
し
て
動
脈
硬
化
性
の
変
化

を
健
診
に
よ
っ
て
調
べ
、
病
気
に
な
る
前

の
軽
度
の
段
階
か
ら
自
分
の
身
体
の
状
況

を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
保
健
指
導

を
受
け
る
こ
と
で
内
臓
肥
満
を
解
消
す
る

生
活
習
慣
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う
も

の
で
す
。

　

国
保
と
国
保
以
外
の
医
療
保
険
者
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
の
特
定
健
診
と
保
健

指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

■
対
象
者
と
検
査
項
目

・
特
定
健
診
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

４０

７４

方
全
員
が
対
象
で
す
。

・
検
査
項
目
＝
身
体
計
測
、
問
診
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

医
師
の
診
察
な
ど
。

■
市
の
国
保
加
入
者
は

・
市
の
国
保
か
ら
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

７４

の
方
全
員
に
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

が
５
月
末
日
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
日

程
は
先
に
配
布
し
た
「
健
（
検
）
診
カ
レ

ン
ダ
ー
」
ま
た
は
「
広
報
お
知
ら
せ
版
６

月　

日
号
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１２
・　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
に

３０

３９

も
、
早
い
時
期
か
ら
生
活
習
慣
病
を
早
期

に
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
特
定
健

診
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
い
ず
れ
も
、
健
診
料
金
は
無
料
に
な
り

ま
す
。

■
国
保
以
外
の
保
険
加
入
者
は

・
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
ま
た
は
医
療
保

険
者
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
は

・　

歳
以
上
の
方
で
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

７５
脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）・
心
疾
患
・
脳

血
管
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、

特
定
健
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

　

ふ
ら
の
環
境
会
議
や
ふ
ら
の
観

光
協
会
な
ど
が
組
織
す
る
ガ
イ
ア

ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
主
催
の
「
ふ

ら
の
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
の
日
」
の
取

り
組
み
が
、
市
民
の
間
に
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

7
月
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
地
球
環
境
問
題
を
市
民
の

立
場
で
考
え
、
実
践
し
て
い
く
契

機
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
取
り

組
み
で
、
2
月
2
日
の
ス
キ
ー
祭

り
、
同
6
〜
9
日
の
ふ
ら
の
仄
仄

（
ほ
の
ぼ
の
）ゆ
き
あ
か
り
の
イ
ベ

ン
ト
に
引
き
続
い
て
、
3
月　

日
、

30

4
月
4
日
、
5
月
5
日
、
6
月
6

日
、
7
月
7
日
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ふ

ら
の
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
の
日
」
に
位

置
づ
け
て
、
市
民
に
ロ
ー
ソ
ク
の

灯
り
の
中
で
静
か
に
語
り
合
っ
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
6
月　

、　

日
に
は
環

28

29

境
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
第
2
回
富

良
野
音
楽
祭
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
を

も
じ
っ
て
3
月

　

日
に
開
催
さ

30れ
た
「
ふ
ら
の
ガ

イ
ア
ナ
イ
ト
の

日
」
に
は
、
午
後

6
時
か
ら
２
時

間
、
市
内
の
商
店

街
や
家
庭
、
地
域

町
内
会
で
は
街

地球環境をみんなで考える契機に
サミットまでガイアナイトを実施

路
灯
を
消
し
た
り
電
灯
を
ロ
ー
ソ

ク
に
代
え
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
地
球
環
境
を
見
直
す
イ
ベ

ン
ト
が
市
民
自
ら
の
手
で
数
多
く

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
の
夕
べ
に
は
、

森
林
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
学
ぶ
山

部
小
学
校
の
児
童
や
保
護
者
な
ど

大
勢
の
市
民
が
集
い
、
自
ら
が
手

作
り
し
た
ロ
ー
ソ
ク
に
灯
し
た
明

か
り
の
中
で
、
島
強
之
さ
ん
が
作

曲
し
た
『
森
を
つ
く
ろ
う
』
を
合

唱
。
そ
の
後
、
森
林
の
役
割
や
大

切
さ
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た

（
＝
写
真
）。

◇

　

ま
た
、
4
月　

日
に
開
催
さ
れ

17

た
ふ
ら
の
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
参
加
報

告
会
で
は
、
会
場
の
電
気
を
消
し

て
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
の
中
、
ガ
イ
ア

ナ
イ
ト
の
提
唱
者
で
あ
る
倉
本
聰

さ
ん
を
お
招
き
し
、「
ふ
ら
の
ガ
イ

ア
ナ
イ
ト
の
日
」
に
参
加
し
た
企

業
、
商
店
街
、
町
内
会
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
の
取

組
み
を
通
じ
て
富
良
野
か
ら
世
界

に
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
発
信
で

き
れ
ば
と
語
り
合
い
ま
し
た
。　
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　「この度、篠田前院長の後任としまして富良野
協会病院院長に就任いたしました。当院が富良
野圏域５市町村の地域センター病院としまして、
この圏域の住民の方々に安心できる医療、高度
な医療を提供できます体制づくりを行い、地域
医療への貢献をしてまいる所存でございます。
一方、皆様もご存知のように、最近の医療状況は、
新聞に毎日のように多くの地区で「医師不足、
撤退」「看護師不足」「救急外来返上」「病院閉
院」などが起こっていると報じられていますよ
うに非常に厳しく、私共の病院も例外ではござ
いません。このような深刻な時代ですが、職員
が一丸となり、これからもより一層、当院が
「高度の医療を安心して受けられる病院」として、
市民の皆様から信頼され、親しまれる病院にな
りますよう、職員の英知を結集し、最大の努力
を傾注する覚悟でございます。今後とも、市民
の皆様方の温かいご理解、ご支援、ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。」

副院長（小児科）

角谷　不二雄 先生

　　旭川医科大学卒業

富良野協会病院院長　

　羽根田　俊 先生

　内科　北海道大学医学部卒業

副院長（泌尿器科）

小山内　裕昭 先生

　　旭川医科大学卒業

院長就任挨拶

藤原　康博 先生　

浅間　俊之 先生　

吉田 陽一郎 先生

横山　千秋 先生

４月に赴任された先生

児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

　

い
じ
め
は
、
人
の
心
に
深
い
傷
を
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
、

恥
ず
か
し
い
行
為
で
す
。

　

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
、
助
け
合
い
な
が
ら
毎
日
を
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

家
庭
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
最
も
安
心
で
き
る
心
の
居

場
所
で
す
。
い
つ
も
、
お
子
さ
ん
を
や
さ
し
く
受
け
止
め
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
お
子
さ
ん
が
い
じ
め
で
困
っ
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に

学
校
な
ど
に
相
談
し
、
一
緒
に
な
っ
て
助
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
あ
い
さ
つ
の
習
慣
や
会
話
の
中

で
、
地
域
で
の
明
る
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
、「
自
分
」
を
意
識
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

学
校
や
家
庭
の
中
だ
け
で
育
て
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
中

で
も
、
の
び
の
び
育
て
た
い
も
の
で
す
。

架
学
校
教
育
課

　
  
（
い
じ
め
・
不
登
校
相
談　

拶
３
９
‐
２
３
３
３ 
直
通
）

（外科主任医長）

（外科主任医長）

（小児科医師）

（眼科医師）北海道大学医学部卒業

旭川医科大学卒業

旭川医科大学卒業

旭川医科大学卒業

いじめの根絶は市民総ぐるみで

い
じ
め
は
、
「
い
つ
で
も
、
誰
に
も
起
こ
り
え
る
」

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、

早
期
に
発
見
し
早
期
に
解
決
を
図
る
こ
と
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

も
し
、
い
じ
め
が
起
き
た
と
き
は

学
校
や
保
護
者
、
地
域
が
力
を
合
わ
せ

解
決
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
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保
健
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
新

米
マ
マ
の
交
流
会
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
現
在
も
親
子
で
交
流
を
深

め
て
い
る「
マ
マ
友
会
」。
平
成　
１７

年　

月
〜　

月
に
生
ま
れ
た
子
ど

１１

１２

も
と
そ
の
親
、
８
組
前
後
で
定
期

的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

新
米
マ
マ
の
交
流
会
は
、
は
じ

め
て
出
産
し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、
育
児
の

不
安
の
解
消
と
親
子
同
士
の
触
れ

合
い
が
目
的
。「
マ
マ
友
会
」
の
メ

ン
バ
ー
も
こ
れ
に
参
加
し
、
は
じ

め
て
の
出
産
、
育
児
で
の
同
じ
悩

み
や
不
安
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

交
流
を
深
め
た
と
言
い
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
２
回

で
終
了
し
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
悩

み
を
相
談
し
合
え
る
友
人
が
出
来

た
こ
と
で
、
継
続
し
て
集
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の

一
人
は
「
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た

出
来
事
を
話
し
た
り
、
育
児
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
合
う

こ
と
で
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
が
発

散
で
き
ま
し
た
。
家
に
い
る
よ
り

外
に
出
た
い
。
そ
ん
な
積
極
的
な

メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
が
、
長
続
き

す
る
秘
訣
か
も
」
と
話
し
ま
す
。

　

マ
マ
友
会
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
や
へ
そ
祭
り
の
参
加
、
花
見
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
、
市

の
出
前
講
座
や
自
主
企
画
講
座
枠

を
活
用
し
、
消
防
職
員
に
よ
る
幼

児
向
け
の
救
急
法
や
保
育
士
に
よ

連合会・町内会の話題をお知らせください。

｢楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
｣‐
富
良

野
観
光
の
最
前
線
で
観

光
客
と
触
れ
合
い

■
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
■

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

積極的に外に出るこ

とで楽しく子育て

■ママ友会■

　

年
間
２
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光
客

が
訪
れ
る
富
良
野
市
。
そ
の
最
前
線
で
観

光
案
内
の
活
動
を
続
け
て
い
る
の
が
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
Ｒ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
浜
田
洋
子
代
表
、
会
員　

人
）

１６

と
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
（
山
�
真
理
代
表
、
会

員　

人
）。
ふ
ら
の
観
光
協
会
の
駅
前
案

３０
内
所
と
国
際
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
、

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
は
１
日
８
百
人
も

の
観
光
客
に
応
対
す
る
激
務
を
通
じ
て
、

富
良
野
観
光
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
の
浜
田
会
長
は
、
｢観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
笑
顔
で
し
っ
か
り
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
現
地
を
見
た

り
し
て
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
｣と
い
い
、

ス
キ
ー
ホ
ス
ト
の
石
倉
律
子
さ
ん
も
「
外

国
か
ら
の
観
光
客
と
２
時
間
ほ
ど
ス

キ
ー
と
会
話
で
行
動
を
共
に
し
ま
す
が
、

自
分
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　

３
月　

日
、「
市
の
観
光
振
興
の
考
え

２７

方
を
聞
い
て
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て

い
き
た
い
」
と
市
長
室
ト
ー
ク
の
事
業
を

活
用
し
て
市
長
を
訪
問
し
た
両
グ
ル
ー

プ
は
、「
私
た
ち
も
富
良
野
は
農
業
と
観

光
が
基
幹
産
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
市
長
か
ら
自
然
、
景
観
、
環
境
、

食
農
な
ど
の
体
験
学
習
や
交
流
を
テ
ー

マ
に
し
て
農
村
観
光
都
市
を
目
指
す
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
励
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
の
篠
田
瞳
さ
ん
。

　

し
か
し
、
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
の
悩
み
や

課
題
も
多
い
と
い
い
ま
す
。
豪
州
、中
国
、

浴衣の着付け講習会に参加し、へそ祭りを見学するメンバー

市長室トークで懇談する観光ボランティアのみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑰
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人

　
「
野
良
窯
と
い
う
名
は
、富
良
野

か
ら
２
文
字
。
そ
し
て
、
の
ら
と

い
う
響
き
か
ら
自
由
な
感
じ
、
そ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
大
事
に
し
て
名

前
を
付
け
ま
し
た
」
と
話
す
大
槻

恭
敬
さ
ん
。

　

大
槻
さ
ん
が
下
五
区
で
陶
芸
を

始
め
た
の
は
平
成　

年
の
春
。　

１７

３２

歳
ま
で
、
札
幌
の
出
版
社
で
営
業

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
知
り
合
い

の
窯
で
陶
芸
を
体
験
し
た
の
が
転

身
の
き
っ
か
け
。「
土
を
用
意
し
て
、

作
品
に
色
を
付
け
る
だ
け
。
こ
ん

な
儲
か
る
商
売
は
な
い
と
、
当
時

は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
勘
違
い
で
す
」
と
笑
っ
て
話

す
大
槻
さ
ん
。
そ
の
後
、
会
社
を

退
職
し
、
美
瑛
町
の
炎
創
窯
で
５

年
間
修
行
し
、
独
立
し
ま
し
た
。

　

野
良
窯
は
、
畑
に
囲
ま
れ
た
田

 自由で独創的な陶芸が魅力 

「陶芸は粘土遊び、食器など実用的で役に立つものを作る

のが楽しい」と言う大槻さん夫妻

良野に

大槻 恭敬さん 
　　    みどりさん

～下五区～

おおつき やすたか

園
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
母
屋

は
昭
和　

年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

２９

で
、
伝
統
的
な
日
本
家
屋
の
名
残

り
を
と
ど
め
て
い
る
建
物
。
こ
こ

で
自
ら
の
作
品
と
他
の
作
家
の
作

品
を
展
示
し
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

で
は
大
槻
さ
ん
の
器
を
使
っ
て
、

奥
さ
ん
の
み
ど
り
さ
ん
が
ラ
ン
チ

や
コ
ー
ヒ
ー
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
作
品
は
、
ど
れ

も
自
由
で
独
創
的
な
焼
き
物
ば
か

り
。「
○
○
焼
と
か
ル
ー
ル
は
特
に

な
く
、
食
器
な
ど
実
用
的
で
役
に

立
つ
も
の
を
作
る
の
が
楽
し
い
。

作
品
の
良
し
悪
し
も
ダ
イ
レ
ク
ト

に
返
っ
て
く
る
。
苦
労
は
特
に
感

じ
な
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

大
槻
さ
ん
が
教
え
る
陶
芸
体
験

も
人
気
で
す
。
体
験
は
１
人
か
ら

８
人
ま
で
、
前
日
ま
で
の
予
約
が

必
要
で
、
成
型
ま
で
の
作
業
工
程

を
し
、
色
の
指
定
を
す
る
と
、
後

日
作
品
を
受
け
取
れ
ま
す
。「
お
客

さ
ん
、
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

自
由
な
発
想
と
作
り
方
に
は
刺
激

を
受
け
ま
す
。
陶
芸
は
特
殊
と
思

韓
国
な
ど
の
外
国
人
観
光
客
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
韓
国
語
の
通
訳

と
表
記
が
な
く
困
惑
し
て
い
る
韓

国
人
客
の
声
の
ほ
か
、
富
良
野
産

食
材
を
提
供
す
る
飲
食
店
や
気
軽

に
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
少
な
い
、

Ｊ
Ｒ
か
ら
接
続
す
る
周
遊
観
光
バ

ス
の
希
望
、
駅
前
が
殺
風
景
、
地

場
野
菜
や
特
産
品
の
購
入
拠
点
が

欲
し
い
と
い
っ
た
観
光
客
の
声
や

課
題
が
伝
え
ら
れ
、
｢市
、
観
光
協

会
、
事
業
所
、
団
体
が
連
携
し
て

解
決
に
努
力
が
必
要
」
と
の
提
言

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
観
光
客
か
ら
、富
良
野
の
人
は

や
さ
し
く
、
親
切
で
、
熱
心
。
ま

た
来
た
い
、
と
い
わ
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
」
と
話
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
。
ふ
ら
の
観

光
協
会
の
上
井
俊
尋
さ
ん
は
｢私

た
ち
と
一
緒
に
富
良
野
の
魅
力
を

伝
え
ま
せ
ん
か
」
と
、
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
と
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
に
市
民
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
粘
土
遊
び
で

す
よ
」
の
言
葉
の
と
お
り
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
ど
れ
も
統
一
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
が
多
い
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
地
元
の
絵
描
さ

ん
と
作
品
を
つ
く
り
、
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
大
槻
さ

ん
の
作
品
に
地
元
の
水
彩
画
家
今

井
克
さ
ん
が
絵
を
描
く
と
い
う
創

作
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
家
と
し
て
出
発
す
る
と
き
、

お
互
い
の
両
親
が
応
援
し
て
く
れ
、

力
に
な
っ
て
く
れ
た
の
が
大
き

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
夫
は
札
幌

で
の
元
上
司
。
ま
じ
め
で
背
負
い

込
み
す
ぎ
る
性
格
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
は
向
い
て
い
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
私
も
、
躊
躇
な
く
新
し
い

生
活
に
賛
同
し
ま
し
た
」
と
話
す

み
ど
り
さ
ん
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か

ら
は
カ
フ
ェ
も
毎
日
営
業
し
ま
す
。

遊
び
心
を
感
じ
さ
せ
る
大
槻
さ
ん

の
作
品
で
、
み
ど
り
さ
ん
が
淹
れ

る
コ
ー
ヒ
が
堪
能
で
き
ま
す
。

移る

る
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
つ

な
ど
、
育
児
中
の
母
親
が
必
要
と

し
て
い
る
具
体
的
な
学
習
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
で
き
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち

が
、
小
さ
い
と
き
か
ら
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
多
く
、
気
心
が
し
れ

て
い
る
こ
と
」
と
言
い
ま
す
。
現

在
は
、
メ
ン
バ
ー
も
転
勤
や
二
人

目
の
出
産
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

か
ら
活
動
も
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、「
会
の
集
ま
り
は
、
と

て
も
貴
重
な
時
間
」
と
言
い
、「
こ

れ
か
ら
出
産
さ
れ
る
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
仲
間
を
作
っ
て
楽
し
ん

で
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

富⑬

・
・

・
・
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意見反映
その他

（参加数または意見件数）

パブリック
コメント
（意見件数）

審議会
（審議回数）市　の　仕　事　の　内　容分類

0件H18、1回富良野市国民保護計画(案）について
計
画
・
方
針
づ
く
り

制
度
変
更

アンケート（1,301人）0件「子どもたちのための食育ガイドライン」策定について

地域懇談会（17地域、380人）3件4回富良野市財政健全化計画(素案）について

地域懇談会（17地域、380人）
市民意向調査（H18調査484人）0件富良野市総合計画後期実施計画の策定について

0件富良野市学校教育中期計画（平成２０年度～平成
２４年度）策定について

0件１回特定健康診査等実施計画の策定について

1件養護老人ホーム設置条例の一部改正(素案）について①

制
度
の
変
更

0件H18、4回、
H19、3回青少年表彰制度の制定について

0件農業計画審議会条例の一部改正について

0件1回犯罪のない安全で安心な地域づくり条例の制定について

○縦覧、意見交換会（5地域、28名）2件4回富良野市特定用途制限地域における建築物等の
制限に関する条例(素案）の制定について

縦覧、意見交換会（5地域、22名）なし4回富良野市都市計画用途地域の変更(案）

縦覧、意見交換会（1地域、1人）1件4回富良野市特別用途地区における建築物等の制限
に関する条例制定について

0件建築確認申請等手数料条例の一部改正について
 
市
民
が
負
担

す
る
料
金

意見交換会（5地域、71人）1件学童保育センター設置条例の一部改正について

0件1回国民健康保険税率等の改正について

0件養護老人ホーム設置条例の一部改正(素案)について②

1件協会病院跡地利活用(案）についてそ
の
他
市
民
生
活
に

影
響
の
あ
る
も
の

○1件富良野市広告掲載規程(案）について

○意見交換会（2回、17人）0件1回山部公民館及び東山公民館業務の社会教育課へ
の統合について（継続協議）

0件富良野広域連合(仮称）規約の制定について

0件1回中小企業資金融資制度の改正について

３件延べ５７回（実３２回）延べ２１回
（実２１回）

延べ２９回
（実２１回）２２件計

延べ１０７回（実７４回）

平成１９年度に実施した市民参加手続一覧

架企画振興課　拶３９‐２３０４

市民参加手市民参加手続続のの   
実施結 実施結果果につについいてて

平平成成１１９９年年度度

　
事
業
　
1
0
7
手
続

22
　

平
成　

年
度
の
市
民
参
加
手
続
は
、　

19

22

件
の
市
の
仕
事
に
つ
い
て
、
延
1
0
7
回

の
市
民
参
加
手
続
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
市
の
計
画
づ
く
り
や
条

19

例
改
正
等
の
他
市
民
生
活
に
影
響
の
あ
る

事
業
に
対
し
て
実
施
し
、
手
続
の
方
法
で

は　

事
業
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

14
や
意
見
交
換
会
な
ど
複
数
の
手
続
を
実
施

し
ま
し
た
。

実
施
事
業
の
内
訳

○
計
画
や
方
針
づ
く
り　
　
　
　
　

6
件

○
制
度
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
件

○
市
民
が
負
担
す
る
料
金
等　
　
　

4
件

○
そ
の
他
市
民
生
活
に
影
響
の
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
件

実
施
手
続
方
法
の
内
訳

○
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

延　

手
続

29

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト　
　

延　

手
続

21

○
そ
の
他
（
意
見
交
換
会
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延　

手
続

57

※
こ
の
ほ
か
に
、
手
続
を
省
略
し
た
も
の

が
２
事
業
あ
り
ま
す
。

3
事
業
に
意
見
反
映

　

市
の
原
案
に
対
し
て
、
市
民
の
意
見
を

聞
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
で
は
、

　

件
実
施
し
、
意
見
提
出
者
数
は　

名
、

21

10

意
見
提
出
数
は　

件
あ
り
、
2
事
業
に
意

17

見
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換

会
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
に
よ
り
、
1
事

業
の
実
施
が
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

情報共有と市民参加のルール条例
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パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で働い
ている方距市内で学んでいる方鋸市
内に事業所がある法人や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メールな
ど書面（様式自由）や録音テープで
お寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場所
に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・氏
名などを記入してください。氏名な
どは公表しませんが、記入がない意
見には回答できない場合もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階市
民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
富良野演劇工場設置及び管

理に関する条例の全部改正

（素案）=利用料の見直し含む

条例改正です=
意見募集期間　
平成２０年５月１日牙～５月２０日峨
改正する理由
　富良野演劇工場は、平成１６年７月
より「富良野演劇工場設置及び管理
に関する条例」に基づき指定管理委
託を実施しています。その後、市で
は平成16年12月に「富良野市公の施
設に係る指定管理者の指定手続に関
する事務処理要綱」を定め、また、
平成18年3月に「使用料・手数料の設
定基準」を作成し公民館や文化会館
などの全ての使用料・手数料の見直
しを行っています。
　このため、この見直しを受けて、
演劇工場の契約期間が平成21年3月
31日に終了することから「富良野演
劇工場設置及び管理に関する条例」
を全部改正しようとするものです。
改正の概要
○富良野市公の施設に係る指定管理
者の指定手続に関する事務処理要綱
に基づく「富良野演劇工場設置及び
管理に関する条例」及び同施行規則

の全部改正
○使用料・手数料の設定基準に基づ
く利用料の見直し
虚基本利用料及び冷暖房料の見直し
許備品利用料の制定
距基本利用料免除基準、減額基準の
見直し
鋸部屋名の一部変更
今後のスケジュール
平成２０年６月上旬　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成２０年６月　議会提案
問合せ/意見提出先
社会教育課
〒０７6‐0018　
富良野市弥生町１番２号　
志39‐23１８　思３９‐２３３０
電子メール　
syakai-k@city.furano.hokkaido.jｐ

（市民の意見募集）
富良野市観光振興計画（案）

について
意見募集期間　
平成２０年５月１日牙～５月２０日峨
原案を作成した理由
　富良野市は豊かな自然環境や美し
い山岳景観とスケールの大きな彩の
ある四季の変化、紅葉、白銀の魅力、
豊富な味覚、温泉などの多彩な観光
資源に恵まれており、観光関連産業
や地域の活性化に重要な役割を担っ
ていることから、観光は本市発展の
重要な柱となっています。
　この豊かな自然景観を生かし、農
業、観光の連携を図り、都市と農村
の交流を進め、食観光、体験観光、
教育観光などの創出につとめ、経済

の活性化や長期滞在型観光の環境づ
くり、｢農村観光都市｣の形成をめざ
すことが、富良野市観光の意義です。
原案の概要
虚本計画は、観光関係者だけではな
く市民とも連携して推進する｢オー
ル富良野｣の計画として策定してい
ます。
許計画策定の場をさまざまな関係団
体などの意見交換の場とし、その意
見から富良野市観光の現状と課題の
整理をするとともに、観光振興の４
本の柱、具体的数値目標、具体的戦略、
推進施策の設定を行い、今後広く活
用される計画づくりを行っています。
距具体的数値目標を設定することで、
洗練された国際観光地づくりを着実
に目指すこととします。
鋸各施策の活用と修正
・本計画は平成２０年～２９年の１０年間
とします。
・毎年、観光入込及び宿泊者調査を
実施し報告します。
・５年に１度、観光経済調査を実施し、
富良野市観光の方向性を修正します。
・必要に応じアンケート調査を実施
し、観光客のニーズの把握などに努
めます。
今後のスケジュール
平成２０年５月　パブリックコメント
の結果公表予定
平成２０年５月　富良野市国際観光推
進協議会総会にて正式発表
問合せ/意見提出先
商工観光課
〒０７6‐8555
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2312　思23‐2123
電子メール　
kankou-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。

出前講座結果一覧表

平成１９年度の出前講座の結果をお知らせします

　出前講座とは、市民の求めに応じ市職員が市民のもとへ出向き、市の仕
事の説明や手続きの仕方、職員が仕事を通じて得た専門知識などについて

話をし、意見交換をするものです。

　平成１９年度は６２講座の中から、「防災対策」「後期高齢者医療制度」など

２０件の申し込みがあり、５１３人の参加がありました。

　平成２０年度の出前講座の内容については、広報お知らせ版４月号に折り

込みをしています（市のホームページにも掲載）。今年度は、新たに２件

の新規講座が加わり、計５８講座を用意してますので、ぜひ、町内会や学校、

お茶の間でご利用ください。

計教育農林商工ごみ保健医療防災

９２１３３団　体

１１１１３１５町　内
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「春の全国交通安全運動」で啓発活動を展開

の全国交通安全運動が4月6日か
ら15日まで、富良野市内で行わ

れ、各種交通安全啓発活動が展開され
ました。今年５０周年の節目を迎えた富
良野交通安全協会では、国の「交通事
故死ゼロをめざす日」の設定にあわせ、
市民と観光客の交通安全を願い、駅前
に寄贈した時計塔の周辺で、歩行者や
自動車、自転車の運転者にチラシや夜
光反射材などを配布しました。

春

黄色いアンパンマンの手提げ袋で交通安全！

年新しく入学した市内の１年生
２３０名に交通安全を願って、「黄

色いアンパンマンの手提げ袋」が富良
野市交通安全協議会から贈られるこ
とになり、４月７日、東小学校で贈呈
式が行われました。手提げ袋は、幅４０
㎝、高さ３０㎝で、登下校時にも目立つ
ように黄色で作られています。当日は、
協議会会長、警察署長から、児童一人
ひとりに手渡しされました。

今

美
化
活
動
で
大
沼
、

布
部
、

住
吉
に

優
良
表
彰

　

道
路
や
河
川
の
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
だ
団
体
を
表
彰
す
る

道
路
河
川
愛
護
事
業
功
労
団
体

優
良
表
彰
式
が
４
月
８
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
３
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
①
国
道
や

市
道
な
ど
で
約　

年
間
に
わ
た

６０

り
草
刈
や
ご
み
拾
い
を
続
け
て

い
る
大
沼
道
路
愛
護
組
合
（
成
田

栄
作
組
合
長
）。
②
国
道　

号
や

３８

市
道
で
空
き
缶
や
ご
み
拾
い
を

約　

年
間
続
け
て
い
る
布
部
道

５０
路
愛
護
組
合
（
坂
口
道
郎
組
合

長
）。
③
北
１
号
川
の
草
刈
な
ど

の
美
化
に
約　

年
間
取
り
組
ん

３４

で
い
る
住
吉
第
二
愛
護
組
合
（
青

田
典
夫
組
合
長
）。

道
路
河
川
愛
護
事
業
功
労
団
体

　

表
彰
式
で
は
、能
登
芳
昭
市
長

か
ら
３
団
体
に
表
彰
状
や
記
念

品
が
贈
ら
れ
、長
年
に
わ
た
り
地

域
で
道
路
河
川
の
愛
護
活
動
に

対
し
て
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
あ

と
、各
団
体
を
代
表
し
て
大
沼
道

路
愛
護
組
合
の
成
田
組
合
長
よ

り
「
こ
れ
か
ら
も
清
掃
、
美
化
活

動
を
通
じ
て
、よ
り
良
い
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
」と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、富
良
野
市
道
路
河

川
愛
護
会
の
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
、会
長
に
高
田
晴
雄
さ
ん
を

再
任
し
、
今
年
も
、
河
川
や
道
路

環
境
の
美
化
活
動
を
進
め
る
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。
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占冠村
しむかっぷ山菜市！

　占冠に来てくれた人々に旬の山
菜を振る舞います！占冠でしか食
べられない山菜を天ぷらやおでん
で舌鼓！とれたてフキやうどの直
売、ギョウジャニンニクの醤油漬
けなど手製の山菜製品もたくさん
あります。ぜひお越しください！
　占冠の鹿肉や、鵡川の山女魚の
塩焼きもあります。
と　き　５月２４日臥
　　　　午前９時～午後２時
ところ　道の駅しむかっぷ

架観光協会　拶３９‐８０１０

中富良野町
総合スポーツセンター・

プールオープン！

　総合スポーツセンタープールが、
５月１日にオープンしました。屋
内にあるプールには水泳用のほか、
歩行用も完備しています。
利用期間　５月１日～１０月３１日
利用時間　俄～臥 10:00～20:00
　　　　　蚊・華 10:00～16:30
入場料（富良野圏域の方）
　大人１００円　小人　５０円
架総合スポーツセンター　

　　　　　　　　　拶４４‐２３２３　

南富良野町

カヌー・ラフティングに

挑戦しませんか？

　湖面にカヌーを滑らせながら、
見上げる景色に感動！空知川の急
流をゴムボートで下るラフティン
グのスリルに絶叫！
　初めての方でもご家族でも、気
軽に楽しめる各種スクールとツ
アーを用意してお待ちしています。
架南富良野まちづくり観光協会　
 　　　　　　　　　拶５２－2605

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

川口　邦子さん
　　　　　（朝日町）作

　「ピッカピッカの１年生」

４人で初めての通
学！ドキドキしなが
ら元気いっぱいス
タートできました。左
から大井絋斗さん、大
江亜矢さん、川口瑠佳
さん、澤茉目琉さん

良野看護専門学校の入学式が
４月７日、同校の講堂で行われ

ました。今年度は３３名（女性３０名、男
性３名）が入学し、看護の道へ一歩を
踏み出しました。登尾学校長が「看護
の道は人を大切にすること。豊かな人
間性を高めてください」と式辞。入学
生は今後３年間、専門的な知識を身に
つけることになります。

富

看護の道へ第１歩、看護学校入学式。

樹海東小学校施設を活用した、
有機農業学校「ふらのオーガ

ニックカデミー」の開校式が４月６日、
関係者が出席して行われました。農業
の担い手の育成や食農体験を目的とし
て、平成１９年７月に地域再生計画「ふ
らの食農体験構想」が内閣府より認定
され、跡地利活用者に決定した㈱ジャ
パンバイオファームが開設したもので
す。初年度の長期研修生として２名が
参加し、有機栽培技術などを学びます。

オーガニックアカデミーが開校

上富良野町

B＆G海洋センタープールオープン

　上富良野町Ｂ＆Ｇ海洋センター
が、５月２６日俄から９月３０日峨の
間、オープンします。上屋付のプー
ル､温水ボイラーにより常時30℃
前後の水温となっています。また、
幼児用プールもあるので、ぜひご
利用ください。

※休館日
　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

架B＆G海洋センター 拶45‐6391

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

旧
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

  金　１００万円　増山建設
　麓郷保育所父母の会

レゴブロック　３セット
順不同・敬称略

ペットボトルを出すとき、キャップを付けたままでいいの
ですか？Ｑ
ペットボトルを出すとき、キャップは必ず外してください。
取り外したキャップは、プラスチック製のものはプラス
チック類、金属製のものは金属類での排出となります。収

集されたペットボトルは、中富良野町資源回収センターで異物
やキャップの除去を行い、再商品化工場に出荷しています。
キャップが付いていると取除く手間がかかり、選別作業に支障
をきたします。今後とも分別にご協力をお願いします。

Ａ

化粧品のびんは、どのように捨てればいいのですか？Ｑ
最寄のびんポスト横にある青いコンテナに入れてください。
このコンテナには化粧品のびんのほかにコップなどのガラ

ス製品、湯呑みなどの陶磁器、割れた鏡・ガラス、魔法瓶など
の保温容器（電気を使用しないもの）も入れることが出来ます。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
観
賞
用
水
槽
捌
省
エ
ネ
ナ
ビ
捌
木
製
２

段
ベ
ッ
ド
捌
あ
ん
ま
機
捌
子
ど
も
用
ブ
ラ

ン
コ
（
屋
外
）
捌
室
内
照
明
具

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
日
本
史
年
表
（
高
校
副
読
本
）
捌
紋
付
・

羽
織
・
袴
・
角
帯
（
男
用
一
式
）
捌
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
捌
サ
ン
ポ
ッ
ト
石
油
ス
ト
ー
ブ
捌

緑
峰
高
校
ブ
レ
ザ
ー
（
女
）
捌
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
捌
ハ
イ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ト
（
下
に
机
付
）

捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
自
転

車
（
マ
マ
チ
ャ
リ
）
捌
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

　消火器は・・・・  （９０代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

突然頼みもしないのに何日か前に「消火器の点検
と詰替えについて」という葉書が来ていました。

すっかり忘れていた頃、その会社の人が来て「古い消火
器を詰替えて来るから」と言い持って帰りました。何も
書類は書いていないし、置いてもいきませんでした。い
つも何かと相談している方がたまたまこの日は留守
だったので誰にも相談出来ず、承知して詰替えを頼んで
しまいました。料金は「６０００円ぐらいかかる」と言われ
ています。なにか心配です。

相談者は詰替えの消火器をまだ受け取っていませ
んでしたが、契約は書面でしっかりする事が大切

です。相談者には、「消火器は個人での設置する義務が
法的に定められていないこと」「安心・安全のために購
入することは自由であること」について説明、自分でよ
く考えて、必要ないと思えばはっきり断るよう助言しま
した。すでに設置している方、またはこれから設置しよ
うと思っている方は、販売店の話をよく聞き、消火器購
入代金、また薬剤交換年数、容器耐用年数、各必要経費
などを比較検討することが大切です。消火器は定期検査
を必要とし、全て有料です。出来れば訪問販売で買わな
いよう、地元で求める事をお勧めします。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メ ー ル の い ず れ か の 方 法 で「広 報 ふ ら の」ま で お 寄 せ く だ さ い。（メ ー ル ア ド レ ス　kikaku-
k@city.furano.hokkaido.jp） 

トミカ大好きです！

　　丸山　 悠月 さん
ゆづき

（２歳１０カ月（２歳１０カ月））錦町

お兄ちゃんが大スキな妹と
　妹にゾッコンのお兄ちゃんです。

　　　萱原　 陸翔 さん（２歳）（２歳）西町
りくと

　　　　　　 由空 さん（３カ月）（３カ月）
ゆ　ら

に
と
る
と
、
肺
炎
の
原
因
と
な
る
微

生
物
に
は
各
種
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
肺
炎
球
菌
は
、
そ
の
中
で

最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
細

菌
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
多
く
の
種
類
が
あ
る
よ
う
に
、

肺
炎
球
菌
に
も
多
く
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
一
回
の

接
種
で
い
ろ
い
ろ
な
型
に
効
く
よ
う

に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌

に
は
　
種
類
以
上
の
型
が
あ
っ
て
、

80

そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
対
し
て
免
疫
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
け
ば
、

そ
の
う
ち
で
感
染
す
る
機
会
の
多
い

　
種
類
の
型
に
対
し
て
免
疫
を
つ
け

23る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
　23

種
類
の
型
で
、
す
べ
て
の
肺
炎
球
菌

に
よ
る
感
染
症
の
8
割
ぐ
ら
い
を
占

め
て
い
ま
す
。
１
回
の
接
種
で
　
の
23

型
ほ
と
ん
ど
に
対
し
、
有
効
レ
ベ
ル

以
上
の
免
疫
が
で
き
ま
す
。
こ
の
免

疫
は
よ
く
持
続
し
て
5
年
以
上
続
き

ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
（
副
作
用
）
と
し
て
、
注

射
部
位
の
腫
れ
や
、
痛
み
、
と
き
に

軽
い
熱
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
日
常
生
活
に
差
し
支
え
る
ほ

ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
～

2
日
で
消
失
し
ま
す
。
多
く
の
デ
ー

タ
に
よ
り
、
安
全
に
接
種
で
き
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

過
去
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
人
は
、
再
接
種
（
2
回
目

の
接
種
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
・

心
臓
や
呼
吸
器
に
慢
性
疾
患
の
あ

る
か
た
・
糖
尿
病
の
か
た
・
腎
不
全

や
肝
機
能
障
害
の
あ
る
か
た
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
考
慮
し
て
よ
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

富良野医師会　理事　林　浩 ●肺炎球菌感染症・肺炎球菌ワクチンについて

　

抗
生
物
質
の
発
達
な
ど
に
よ
り
減

少
し
つ
つ
あ
っ
た
肺
炎
の
死
亡
率
が
、

最
近
ま
た
上
昇
し
て
い
ま
す
。
急
速

に
症
状
が
進
ん
だ
場
合
、
特
に
高
齢

者
の
肺
炎
で
は
、
抗
生
物
質
な
ど
の

治
療
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
事
前

に
予
防
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
が
接
種
さ
れ
る
よ
う
に
、
肺

炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
予
防
に

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
話
題
に
つ
い

て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
は
体
力
が
落
ち
て
い
る

と
き
や
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
免
疫

力
が
弱
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
る
細
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
が
引

き
起
こ
す
主
な
病
気
に
は
、
肺
炎
、

気
管
支
炎
等
の
呼
吸
器
感
染
症
や
副

鼻
腔
炎
、
中
耳
炎
、
髄
膜
炎
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
　
歳
以
上
の
高
齢

65

者
で
は
、
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
、

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
に
次
い
で

高
く
な
っ
て
お
り
、
肺
炎
を
起
こ
す

病
原
体
と
し
て
は
、
細
菌
・
ウ
イ
ル

ス
・
真
菌
（
カ
ビ
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
細
菌
と
し
て
多
い
も
の
の
一

つ
が
肺
炎
球
菌
で
す
。
近
年
は
ペ
ニ

シ
リ
ン
な
ど
の
抗
生
物
質
に
対
す
る

耐
性
菌
が
増
え
て
い
る
た
め
、
治
療

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
肺
炎

球
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
い

ろ
い
ろ
な
病
気
（
感
染
症
）
を
予
防

す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
従
っ

て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎

球
菌
以
外
の
原
因
に
よ
る
病
気
（
感

染
症
）
に
対
し
て
は
残
念
な
が
ら
予

防
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肺
炎
を
例

左から
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

５
月
は
、
市
税
等
の
　
　
　

　
　
徴
収
強
化
月
間
で
す
　

　

市
で
は
、
５
月
を
徴
収
強
化
月

間
と
し
て
、
市
税
等
【
市
道
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
】
の
未
納
者
に
対
し
、

未
納
金
の
確
保
を
図
る
強
化
月
間

と
し
て
い
ま
す
。
市
税
な
ど
は
、

預
金
・
給
与
・
動
産
な
ど
の
財
産

差
押
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
、

納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急

に
納
入
や
納
入
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
日
納
入
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
当
日
は
納
入
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
）

対
象
と
な
る
税
金
な
ど

　

市
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料

開
催
日　

５
月　

日
臥
、　

日
蚊

１０

１１

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
催
場
所　

市
役
所
１
階
税
務
課

架
税
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

児
童
手
当
認
定
請
求
　

　

所
得
制
限
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方

（
公
務
員
を
除
く
）
は
、
認
定
請
求

書
の
再
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　

５
月　

日
画

３０

提
出
先　

保
健
医
療
課
、
山
部
支

所
・
東
山
支
所

架
保
健
医
療
課拶

３
９
‐
２
３
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の
春
の
　

地
域
環
境
美
化
運
動
　

期
　
間　

５
月　

日
蚊
〜　

日
蚊

１１

１８

内
　
容　

道
路
・
花
壇
・
公
園
・

河
川
敷
・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周

辺
・
側
溝
な
ど
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
空
き
缶
、

空
き
瓶
、
散
乱
ご
み
、
側
溝
の
清

掃
に
よ
る
土
砂
が
対
象
。

○
収
集
し
た
散
乱
ご
み
は
、「
固
形

燃
料
ご
み
」「
空
き
缶
」
と
し
て
町

内
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
通
常
ど
お

り
排
出
。「
空
き
瓶
」
は
、
町
内
の

ポ
ス
ト
に
排
出
。「
土
砂
」
は
１
週

間
ほ
ど
天
日
乾
燥
し
た
後
に
収
集

広告①広告②

し
ま
す
の
で
、
町
内
会
で
決
め
た

場
所
に
排
出
。

○
今
回
の
運
動
は
、
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
「
お
も
て
な
し
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
運
動
」
の
一
環
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

※
袋
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
の
で
、

希
望
枚
数
を
実
施
計
画
書
に
記
入

し
、
５
月
８
日
牙
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業

補
助
希
望
の
と
り
ま
と
め

　

今
年
も
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

排
出
容
器
（
ま
た
は
飛
散
防
止

ネ
ッ
ト
）
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
い
た
し
ま
す
。
設
置
理
由
に
よ

り
順
次
受
け
付
け
し
ま
す
。

架
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

手紙で調べる自分の年金
　　　　　　今泉　善雄

「ねんきん特別便」だけでは
安心できない！記録漏れや
宙に浮いた年金を取り戻す
ための「年金自分史」の作り
方を紹介する。コピーしてそ
のまま送れる「公的年金被保
険者期間調査依頼書」付き。

架図書館　拶２２‐３００５

今月の休刊日　３日臥、４日蚊、６日峨
　　　　　　　１２日俄、１９日俄、３０日画

２階展示ホール　
　５月９日画まで　「伊藤　善夫　個展」
　５月１０日臥～２４日臥
　　「佐藤義行・桝谷康治　二人展」
　５月２５日蚊～２９日牙　「富良野高　合同展」

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

こどもの“図書館まつり”５日俄～11日蚊

期間中“おもしろしかけ絵本”を開催

こども映画会　５日、10日、11日　午後1時～３時
１日体験図書館員　５日　午前10時～12時　
（２日までに図書館に申し込みください）　　　
絵本の玉手箱　５日　午前11時～12時
どんぐりおはなし会　７日　毎週水曜日（１階お話
コーナー）午後３時～
おはなし会　10日　午前10時30分～
こどもの古本市　11日　午前９時～12時
ブーメランつくり教室　11日　午前10時～12時
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富
良
野
警
察
署
か
ら
の
　

お
知
ら
せ
　

○
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
警
備
へ
の
理

解
と
協
力
に
つ
い
て

　

北
海
道
警
察
で
は
、「
安
全
で
安

心
な
北
海
道
」
を
世
界
に
発
信
で

き
る
よ
う
「
サ
ミ
ッ
ト
出
席
者
の

安
全
」
と
「
道
民
生
活
の
安
全
と

安
心
」
を
、
と
も
に
実
現
す
る
た

め
最
善
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
サ

ミ
ッ
ト
警
備
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
警
備
に
伴
い
、
道
央
圏
で
は
交

通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
期
間

中
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
業

務
用
車
両
の
運
行
調
整
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・・・・・・・・

富
良
野
吹
奏
楽
団
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

５
月　

日
臥　

開
場
午

１７

後
５
時　

分
、
開
演
６
時

３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目　

君
の
瞳
に
恋
し
て
る
、

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
、
プ

リ
キ
ュ
ア
５
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
ほ
か

入
場
料
　
無
料

※
開
演
前
に
ロ
ビ
ー
で
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
む
団
員
を

募
集
。（
高
校
生
以
上
）

架
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み

ち　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

北
海
道
社
会
人
硬
式
野
球

結
成
大
会

と
　
き　

５
月　

日
臥
〜
６
月
１

３１

日
蚊　

午
前
９
時
第
１
試
合
開
始

と
こ
ろ　

富
良
野
市
民
野
球
場

（
富
良
野
市
字
山
部
）

観
戦
料　

無
料

参
加
チ
ー
ム　

J
R
北
海
道
・
室

蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
・
航
空
自
衛
隊
千

歳
・
札
幌
ク
ラ
ブ
・
オ
ー
ル
苫
小

牧
・
ト
ラ
ン
ス
マ
リ
ー
ン
ズ
・
小

樽
野
球
協
会

架
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

児
童
館
合
同
　
　
　
　
　

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
　
き　

５
月　

日
蚊

１８

　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

と
こ
ろ　

緑
町
児
童
館

内
　
容　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
駄

菓
子
屋
・
缶
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
・
未

来
カ
プ
セ
ル
釣
り
・
わ
た
あ
め
な

ど申
込
み　

５
月　

日
画
ま
で
に
こ

１６

ど
も
未
来
課
、
各
児
童
館
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

架
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

子
ど
も
未
来
づ
く
り
事
業

「
少
年
の
主
張
大
会
」

と
　
き　

５
月　

日
我

２１

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

内
　
容　

市
内
の
各
中
学
校
の
生

徒
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
発
表
し
ま
す
。

※
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

架
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
の
自
然
に
親
し
む

集
い
「
早
起
き
！
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

　

静
け
さ
に
包
ま
れ
た
早
朝
の
す

が
す
が
し
い
空
気
の
中
、
野
鳥
と

春
の
草
花
の
観
察
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？
（
雨
天
中
止
）

と
　
き　

５
月　

日
臥

１７

　
　
　
　

午
前
５
時
〜
７
時　

分
３０

と
こ
ろ　
　

鳥
沼
公
園
・
ボ
ー
ト

乗
り
場
集
合

定
　
員　
　

名
２５

参
加
料
　
無
料

服
　
装　

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽

子
・
軍
手
な
ど
、
野
外
観
察
に
適

し
た
服
装
。

持
ち
物　

双
眼
鏡
（
貸
出
有
）
や

図
鑑
が
あ
る
と
観
察
が
よ
り
楽
し

広告③広告④

生ごみ堆肥の販生ごみ堆肥の販売売販
売
日
時　

通
年
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

販
売
場
所
　
富
良
野
地
区
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
（
上
五
区
）

販
売
価
格　
　

狩
（
約
４
茜
）
１
０
０
円

１０

使
用
量
目
安　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
斯
２
手
／
釈

※
袋
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
自
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

架富良野地区環境衛生センター　
　　　　　　　　　拶２２‐４３７６
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め
ま
す
。

申
込
み　

電
話
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
前
期
ヤ
ン
グ
ス

２０

ク
ー
ル
受
講
生
募
集

対
　
象　

市
民
ま
た
は
勤
務
す
る

　

歳
以
上
の
勤
労
青
少
年

１５定
　
員　

各　

名
（
先
着
）

１５

受
講
料　

無
料
（
材
料
費
な
ど
の

自
己
負
担
あ
り
ま
す
）

申
込
み　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
窓

口
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
受
付
時
間
は
午
後
１
時

〜
９
時
ま
で
と
な
り
ま
す
）

講
　
座　

○
料
理
＆
お
菓
子
（　

回
）
６
月

１２

３
日
〜
８
月　

日
、
毎
週
火
曜
日

１９

午
後
６
時　

分
〜
９
時
。費
用（
１

３０

回
５
０
０
円
×　

回
分
）

１２

○
華
　
道
（　

回
）
６
月
５
日
〜

１２

８
月　

日
、
毎
週
木
曜
日
午
後
７

２１

時
〜
９
時
。
費
用
（
１
回
９
０
０

円
×　

回
分
）

１２

○
茶
　
道
（　

回
）
６
月
５
日
〜

１２

８
月　

日
、
毎
週
木
曜
日
午
後
７

２１

時
〜
９
時
。
費
用（
２
０
０
０
円
）

○
陶
　
芸
（　

回
）
６
月
５
日
〜

１２

８
月　

日
、
毎
週
木
曜
日
午
後
６

２１

時　

分
〜
９
時
。
費
用
（
２
０
０

３０
０
円
）

○
浴
衣
着
装
（
５
回
）
６
月
５
日

〜
７
月
３
日
、
毎
週
木
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時
。
費
用
（
無
料
、
浴

衣
な
ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

架
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
６
９
８
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
　
年
度
よ
り
公
募
方
法
が

２０

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
般
世
帯
向
け
住
宅
　
５
戸

北
の
峰
南
（
北
の
峰
町
６
番
）
浴

室
有
（
昭
和　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

５６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
戸

瑞
穂
町
（
瑞
穂
町
７
番
）
浴
室
有

（
昭
和　

年
３
L
Ｄ
Ｋ
）　　

１
戸

６３

緑
町
（
緑
町
３
番
）
浴
室
有
（
平

成
７
〜
９
年
３
L
Ｄ
Ｋ
）　

３
戸

高
齢
者
等
向
け
住
宅
（
単
身
入
居

可
能
住
宅
）
１
戸

緑
町
（
緑
町
３
番
）
浴
室
有
（
平

成
８
年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　　
　

１
戸

一
般
世
帯
（
単
身
入
居
可
能
住
宅
）

５
戸

北
の
峰
西
（
北
の
峰
町　

番
）
浴

２３

室
有（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）　

２
戸

５２

北
麻
町
（
北
麻
町
２
番
）
浴
室
有

（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）　　
　

１
戸

５０

北
麻
町
（
北
麻
町
２
番
）
浴
室
有

（
昭
和　

年
２
Ｄ
Ｋ
）　　
　

１
戸

４８

東
町
（
東
町
４
番
）
浴
室
無
（
昭

和　

年
２
Ｄ
Ｋ
）　　
　
　

１
戸

４３
受
付
期
間

　
　
　
　

５
月　

日
俄
〜　

日
画

１２

２３

入
居
資
格　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

広告⑤広告⑥

時      間実 施 会 場月 日
9:20～9:00市役所車庫前

５
月

日
鰹日

１８

9:50～9:30南コミュニティセンター
（昨年と場所が変わっています）

10:20～10:00東春地区コミセン

10:40～10:25勤労青少年ホーム

11:00～10:45北麻町公園

11:25～11:05瑞穂コミセン

11:50～11:30東部児童センター

13:20～13:05朝日町公園

13:40～13:25スポーツセンター

14:00～13:45桂木児童センター

14:30～14:10北の峰コミセン

9:35～9:20八幡丘会館５
月

日
鰹月

１９

10:00～9:45富丘総合会館

10:30～10:10布礼別集落センター

11:05～10:45麓郷デパート駐車場向い

11:30～11:15南麓郷第３会館

13:25～13:10布部駅前

13:50～13:35扇山地区公民館

14:10～14:00北大沼会館

14:30～14:20東学田二区会館

14:50～14:40鳥沼公園駐車場

狂
犬
病
予
防
注
射
及
び

畜
犬
登
録
日
程
表
（
雨
天
も
実
施
）

時      間実 施 会 場月 日
9:25～9:10下五区会館

５
月

日
鰹火

２０

9:50～9:35上五区会館

10:05～9:55御園会館

10:25～10:15山部北星地区コミセン

10:45～10:35山部５区会館

11:10～10:55山部ライスセンター

11:30～11:20山部南陽地区コミセン

11:50～11:40近藤秀男さん宅前（山部９町内）

13:15～13:00山部南地区コミセン

13:35～13:20山部支所

14:00～13:40山部西地区コミセン

9:30～9:20東山支所

５
月

日
鰹水

２１

9:50～9:40東山中央会館

10:10～10:00光陽会館

10:30～10:20蜂谷寿二さん宅前（東山光陽）

10:50～10:40おもと会館

11:15～11:00西達布旧農協支所

問合せ
市民環境課

拶39-2308

11:35～11:25あやめ会館

11:55～11:45すみれ会館

13:45～13:30松南会館

14:10～13:55老節布会館

14:35～14:20平沢集落センター
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距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家
　
賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、必
要
な
書
類（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

新
品
種
た
ま
ね
ぎ
の
名
前

を
募
集

　

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
と
種
苗
メ
ー
カ
ー

の
共
同
に
よ
る
３
つ
の
お
い
し
い

た
ま
ね
ぎ
の
品
種
開
発
が
行
わ
れ
、

本
年
よ
り
本
格
的
に
栽
培
を
い
た

し
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
玉
ね
ぎ
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
定
着
す
る
よ
う
、
次
の
と

お
り
商
標
名
を
募
集
し
ま
す
。

虚
玉
ね
ぎ
1
1
0
3　

　

８
月
上
旬
よ
り
収
穫
で
き
る
極

早
生
種
。
土
壌
病
害
に
強
く
、
減

農
薬
栽
培
も
可
能
。
食
味
は

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
サ
ク
サ
ク
と
し
た

食
感
。
辛
味
は
極
少
な
い
。

許
玉
葱
1
1
1
9

　

８
月
下
旬
収
穫
の
中
早
生
種
。

外
皮
色
が
良
く
、
甲
高
で
大
玉
に

な
り
や
す
い
。
肉
厚
で
や
わ
ら
か

な
食
感
。
加
熱
後
の
甘
味
の
発
現

が
強
く
、
旨
み
成
分
が
高
い
。

距
玉
葱
1
2
0
9　

　

９
月
上
旬
収
穫
の
中
晩
生
種
。

貯
蔵
に
適
し
て
い
る
。
貯
蔵
種
と

し
て
は
や
わ
ら
か
く
、
特
に
加
熱

調
理
で
コ
ク
と
甘
み
を
増
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
き
ま
り

　

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
、

英
数
字
及
び
そ
の
組
み
合
わ
せ
で

7
字
以
内
。
採
用
さ
れ
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
J
A
ふ
ら
の
に
帰
属
し
ま

す
。

応
募
期
限　

5
月　

日
峨

20

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
名
称
、
そ
の
理
由
を
記
載

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
送
信
く
だ
さ
い
。
な
お
、
採
用

さ
れ
た
場
合
は
豪
華
商
品
が
当
た

り
ま
す
。

架
J
A
ふ
ら
の
生
産
振
興
課
　

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
５
３
５

　
　
　
　
　

胃
２
３
‐
５
７
７
５

電
子
メ
ー
ル　

guuka627@
ja

　
         
  -  furano.or.jp

            

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
無
理
な
く
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン

で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会
　
費
　
月
額
１
５
０
０
円

指
導
者　

森
田　

裕
子
先
生

架
野
口
さ
ん

拶
２
２
‐
３
４
５
６

　

伊
東
さ
ん

拶
２
２
‐
１
７
１
０

年年金金だだよよりり
国民年金　こんな時には手続きを
　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳
未満の方すべてが加入する制度です。届出を忘れる
と、将来受け取れる年金額が少なくなったり、受け
られなくなったりする場合があります。次のような
ときには、自分で届出をすることが必要です。
○２０歳になったとき
　農業・自営業・学生・勤めていても厚生年金に加
入していない方が２０歳になったときは、「国民年金被
保険者資格取得届」を提出しましょう。
○会社を退職したとき
　６０歳になる前に、会社などを退職したときは「国
民年金被保険者資格取得届」、勤めをやめて国民年金
被保険者の配偶者となったときは、「国民年金被保険
者種別変更届」を提出しましょう。
○収入が増え、被扶養配偶者でなくなったとき
　収入が増え、被扶養配偶者でなくなったとき（パー
ト収入が１３０万円以上になったとき）は、「国民年金
被保険者種別変更届」を提出しましょう。
○配偶者が退職したとき
　配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養配
偶者でなくなったときは、「国民年金被保険者種別変
更届」を提出しましょう。なお、会社や役所、学校
などに勤めている方とその被扶養配偶者の方につい
ては、勤務先で手続きが行われます。
「年金特別便」について
　現在、社会保険庁社会保険業務センターから「ね
んきん特別便」を送付しています。疑問などがある
場合は下記に問い合わせ願います。
「ねんきん特別便ダイヤル」　０５７０－058－５５５
　　　月曜日～金曜日：午前９時～午後８時まで
　　　第２土曜日　：　午前９時～午後５時まで

保険料の支払いはお忘れなく

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年５月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

広告⑦広告⑧
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■異動して初めての広報です。前の職場では子育て
支援の仕事に携り、自分自身も子育て真っ最中。
ちょっとしんどいけど、子どもはパワーを与えてく
れます。子育ては楽しい、今の時代だからこそ地域
で子育てをしなければ、そんな思いを、紙面をとお
して伝えていければと思っています。（あ）

■例年より早く桜が満開です。昨年撮影した街中の
約70本の桜を観ながら「ふらっと」までウォーキン
グの時期です。街中には桜以外にも庭花があり、散
歩コースに色を添えてくれます。今回の異動により
広報を離れることになり、長い間お世話になりまし
た。これからも広報ふらのをご愛顧ください（さ）

編集

後記

国
で　

施
設
）
に
認
定
さ
れ

１０

て
お
り
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
方
が
訪
れ
る
人
気
の
施
設

で
す
。

　

５
月
３
日
に
は
「
花
と
緑

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

遊
ぶ
間
も
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
一
年
生

東
野
　
ミ
ネ

メ
ー
ル
か
ら
一
足
早
い
花
便
り

山
崎
　
和
子

十
五
歳
宇
宙
を
け
り
上
げ
進
学
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
ク
ニ
子

鯉
幟
た
た
め
ば
過
疎
の
風
を
吐
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
輝
夫

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
陽
射
し
呑
み
こ
む
暮
色
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
所
　
栄
子

え
ぞ
梅
雨
に
醤
油
の
黴
を
透
か
し
見
る

長
畑
　
靜
香

わ
た
く
し
の
心
の
中
に
咲
い
て
い
た

雛
 罌
粟
 の
花
そ
つ
と
散
り
た
り
　
　
　
　
藤
本
　
北
樹

け　

し

孤
り
弾
く
「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」

し
ん
し
ん
と
雪
し
ん
し
ん
と
藍
　
　
　
　
雪
原
　
一
世

千
種
萌
ゆ
春
め
く
気
配
と
ど
か
ざ
る

雪
の
十
勝
嶺
ふ
か
く
靜
も
る
　
　
　
　
　
町
屋
　
和
子

あ
ら
た
な
る
出
会
い
も
あ
り
て
別
れ
あ
り

四
月
の
狭
庭
に
若
芽
萌
え
出
ず
　
　
　
　
吉
田
　
久
子

絶
対
に
守
り
抜
き
た
い
今
の
世
を

変
え
て
は
な
ら
ぬ
憲
法
九
条
　
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午前８時～８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　５月２４日臥　午前１０時～１０時４５分

　

黒
田
庄
町
門
柳
に
あ
る
日

時
計
の
丘
公
園
は
、
四
季

折
々
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫

し
な
が
ら
、
家
族
や
グ
ル
ー

プ
で
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
が
楽
し
め
る
施
設
で
す
。

⑰

東
は
り
ま
「
日
時
計
の
丘
公
園
」

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

催
さ
れ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
４
月
号
よ

り
）

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
コ

テ
ー
ジ
な
ど
宿
泊
施
設
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ

ン
プ
協
会
か
ら
五
つ
星
（
全


